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千里津雲台団地団地再生事業提案書に対する意見書での住民からの意見と事業者回答 

 

番
号 

提案書に対する意見書の概要 事業者回答 

1 同事業は、ブリリアシティ千里津雲台

マンション（約200戸）に与える環境負

荷（日照の減少、電波障害、景観及び

太陽光発電パネルによる光害並びに同

パネルの飛散（災害時・悪天候時））が

あることから、事業の見直しを強く求

めます。 

1 現計画より10ｍ以上セットバックす

ること。 

2 同団地G，H及びI棟については計画9

階から7階以下とすること。 

3 環境調査を住民が納得する方法で行

うこと（計画の方法では、UR殿にとり

都合の良い結果しかでないものと思料

する。）。 

日照阻害、テレビ受信障害（電波障害）、景観

については、環境影響評価項目として選定

し、評価書案において影響の程度及び必要な

対策の内容を検討する計画としています。 

太陽光発電パネルの設置計画の詳細の検討に

あたっては、傾斜角度や向きについて、周辺

住居への影響ができる限り生じないよう配慮

します。 

また、太陽光発電パネルの飛散が起こること

のないよう、これまでの管理経験も踏まえ、

千里津雲台団地においても安全な維持管理に

努めます。 

住棟の配置や高さ等については、「千里ニュー

タウンまちづくり指針」の定める容積率

150％、建蔽率50％を下回る計画として容積率

110％程度、建蔽率22％程度に抑え、視線の抜

けを確保した開放的でゆとりのある住棟配

置、周辺の景観や日照に配慮した建物計画と

しております。 

環境調査方法については、意見交換会及び意

見書等の意見を踏まえ、さらに吹田市環境影

響評価審査会における審査結果に基づき検討

を加えることで、妥当性を確保した上で実施

します。 
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番
号 

提案書に対する意見書の概要 事業者回答 

2 図面による事業計画の津雲台団地の階

層は、南千里の駅前辺りからまるで摩

天楼のようにそびえ立つ竹見台団地よ

りは、まだましかもしれません。なぜ

なら駅前にいきなり摩天楼が林立して

いると、心理的に圧迫感が生じ、息苦

しさを感じるからです。そういう意味

では津雲台団地は日本では妥当かもし

れません。 

それで箕面まで続く並木路の歩道はア

スファルトではなく、なるべく「地

道」であって欲しいのです。そうすれ

ば世界に誇れる日本の文化の象徴の一

つである健康的な「下駄」がはけるか

らです。アスファルトではゴムぞうり

か運動靴をはかないと、それこそ腰を

悪くしてしまいます。 

かつての泡(あぶく)時代以降、余りに

アスファルトが増え続け、どこもかし

こも露地裏まで敷き詰めている。これ

では地面が呼吸出来ません。千里中央

駅周辺はコンクリートとアスファルト

で覆われている為、「熱の島現象」が生

じるのも然り。又、地形は袋小路にな

っていて、自転車も乗るのにかなり厄

介です。地路だからこそ杉花粉等を吸

収し、雨によって地中へ沈め、溜り過

ぎた水分を太陽が適当に乾かすといっ

た循環を考えた時、いかにアスファル

トが天然のロ過層を遮断しているかを

お考え頂きたい。 

階層について、御意見として承ります。 

 

公道については管理者ではない１事業者とし

て対応は困難ですが、事業計画地内について

はヒートアイランド現象や水循環の観点も踏

まえ、緑地等としてアスファルト舗装しない

エリアを確保する計画です。 

なお、ヒートアイランド現象については、環

境影響評価項目として選定し、評価書案にお

いて影響の程度及び必要な対策の内容を検討

する計画としています。 

 


